
み

h 

雪d
~5't 

マ

h
1
1
4
1
1
4

、li
i
a
Vゃ
1

、11
i

i

i

!

1

'

i

4

L

へ
川

3
8
1
1
3、

上
水
道

2
1
L抗

し
た

Z
T
t
E
y
j
¥
ム

コ

一

一

一

一

一

を

け

る

や

市

民

さ

は

と

た

一

吉

永

り

あ

主

と

し

て

Z
一

千

叫

百

三

十

九

一

え

千

円

一

内

沢

一

司

2
f
f
d「
明

一
り
理
解
と
協
カ
の
も
と
に
昨
年
て
い
施
社
工
事
、
か
完
成
し
て
い
一
内
沢
一
農
道
一
一
つ
二
一
九
O
ゴ
清
一
一
一
一
《
ヨ
説
話
艦
品
川
昨

二

一

一

一

R
E
S
-
-え
る

。

一

品

、

待

合

意

義

斗

七

月

九

一

円

一

帽

L
仁
健
二

事

士

一

行

い

、

大

洲

市

の

ガ

γ
を
解
犬
一
こ
れ
は
市
剤
事
者
の
単
越
す
一
心
C
千

円

一

林

道

七

九

、

九

O
O千
一
コ
月
号
閣
民
年
金
の
但
引
の

E

弾

一

一

一

し

2
2る

の
そ
し
て
そ
れ
一
る
行
政
手

2
1会
わ

ず

一

雪

裏

打

保

品

、

省

一

円

、

し

一

う

れ

八

行

い

、

zrl一

vr

一
日
目
一
一
土
ハ
年
度
よ

7
E
T
E
Z
Eる
協

Z
一
日
、
消
防
去
、
地
方
改
け
と
問
問
一
一
一
七
七
ゴ
干
一
日
ま
で
な
削
咋
し
て

f

九

日

二

段
、
一
プ
九
月
一
止
め

1ι

た
の
で
と
た

u
Z市
ら
一
年
引
要
一
実
行
と
い
う
一
一
大
之
日
と
し
て
晴
れ
て
一
人

E
方

い

わ

日

fな
い
必
人
十
事
業
一
ぺ
改
築
、
観
光
事
業
↑
円

d
E
4
iま
す
保
険
料
は
よ

一
一
、
洲
川
ほ
)
一

L
い
い
再
市
ど
し
て
の
形
態
な
主
計
ポ
い
ブ
左
足
当
初
の
治
川
一
公
九
一
四
日
仏
い
と
な
っ
?
に
と
λ
と
え
う
以
干
土
ノ
年
間
企
品
卒
業
一
口
菜
元
山
治
改
修
、
味
純
一
水
冷
六
、

λ
一
八
苛
i

一
年
間
札
一
川
八
下
川
お
さ
め
ィ
ー
一

弘
〉
亀
高
し
‘
山
一
え
る
た
め
に
は
こ
れ
主
大
な
る
一
に
質
ぬ
か
れ
℃
い
る
に
と
が
わ
一
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
之
の
内
訳
ry報
告

Lt匂
市
民
に
ふ
心
一
泊
生
峰
民
対
策
消
神
お
弱
~
円
↑
年
金
ば
平
均
十
六
万
一
一

1
円
、
ふ
一

軸
む
ず
}
早
川
打
村
「
汀
一
草
作
中
敢
れ
と
し
て
受
け
よ
め
一
か
る
o

一
み
以
ら
ヂ
市
の
立
九
日
計
川
は
士
一
貫
主

J

ト
ペ
し
だ
い
し
一
告
を
包
[
主
S
J
U
O
)

一
時
刊
誌
水
五
、
二
ハ
し
一
1γ

一
号
一
川
又
給
与
号
」
と
に
な
h

一

』
ョ
い
ユ
メ
「
伊
正
日
い
て
亦
字
削
附
治
に
労
力
」
す
る
こ
一
す
な
わ
ち
開
和
二
十
九
年
一
の
五
今
回
に
計
々
と
し
て
進
持
一
一
記
一

3
3
曲
民
活
林
道
事
業
時
凡

A

二

一

一

一

円

一

よ

J

す

の

一

ト
唱
J
一
一
山
産
主
化
一
と
が
」
巾
望
者
お
よ
び

Eの
了
ハ
一
一
士
山
吉
℃
に
一
ー
一
斗
し
一
寸

υに
ノ
¥
諒
一
刀
高
金
一
一
、
川
和
一
ヤ
?
二
ー
乙
?
?
六
一
一
一
ト
円
下
、
河
川
洛
需
品
建
主

T
i
k
i
-
1
一

広
!
ぶ
一

ι
観
光
都
市
川
知
一
急
務
で
あ
っ
た
と
同
時
に
布
レ
一
幻
国

JE主
的
に
草
川
一
返
済
し
一
数
え
て
み
た
だ
争
!
も
、
大
一
洲
一

γ

士
十
全
額
五
千
万
円
返
済
光
一
延
長
九
三
、
一
一
軒
〈
五
十
ス
一
二
六
、
七
一
一

O
千
円
一
与
え
た
り
で
あ
る
が
わ
れ
わ
一

Z

訟
を
川
J

似
1
y

よ
い
犬
洲
市
ド
市
民
が
期
作
し
十
一
引
い
和
一
一
十
一
什
度
上
り
国

r
I凶
1

日i

十
事
」
々
の
一
新
民
一
一
洋
子
小
叫
ペ
ド
了
一
線
、
出
国
民
八
へ
勺
タ
1

H

一
平
、
水
清
一
半
設
台
一
れ
町
民
レ
」

1

て
け
削
防
山
に
尚
一

引
い
い
ど
一
一

L
て

-AR一
ケ
型

Y
う
会
主
主
い
と
し
て
一

J
1
tっ
と
え
地
カ
ー
ん
と
絞
っ

4
1
1
3
E宅
、
主
ー
一
二
、
へ
日
制
生
刊
徒
六
威
主
も
に
一
J
A
m
b
ハ
一
一
九
五
米
、
出
、
引
一

1
1
j
o
…lfl円
一
力
し
て
1

火
事

PEさ
な
い
」
↑

ザ

一

ー

し

た

。

量

E
Z
Z
F
Z王位

i
l
l
i
t
-
-
k
s
k
i
r
t
i
t持

ijト

5
M
O
G
-
5
1
J
i
-
-
t
i
-
N
一「

y
f
fぐ

し

こ

こ

F
Kじ
一

人

前

綾

子

一

円

三

日

日

刊

一

日

仁

川

U
U
U
L
H五
一

H

F
へ
計
開

?
?
w

一

M
U
H
U
Y
U
U川
町

一

日

目

立

山

口

村

山

一

HHU山口

1い
卦
↑

!

持

一

て

刊

か

し

一

に

c

一
ザ
年
手

J
E
-
-
uつ
-
V
J
F
F
3
6
F

ハ
ゑ

J33
一

自

主

主

担

分

間

主

消

防

自

一

、

C
叫
ん
名
立
件
一

d
l『
貫

主

主

二

ー
ヨ
キ
刀
し
い
一
一
赤
字
の
解
消
一
と
一
新
市
川
川
一
川
和
一

f
i
i一
町
一
巳
一
五

Lh
ド
t

d

N

P
を
一

J14

一
一
川
将
校
ぺ
[
ハ
八
七

5
1
i汁
三
宅
」
機
動
化
し
た
消
防
凶
叫
が
い
い
亨
一
の
用
心
」
の
宮
山
吉
山
初
況
の
一

一
四
幼
市
在
京
一
樹
《
一
五
行
」
:
一
一
砕
い
良
一
令
利
一

t
三男

J
J
詳

に

一

一

「

l

-

E

?

に

に

さ

ゐ

氏

ケ

か

イ

一

r
J
L
川
一
〈
を
「
口
氏
に
一
一
円
接
円
っ
て
好
ご
標
ハ
と
し
〆
記
川
レ
た
げ
も
(
一

一

署

長

立

か

け

に

?

一

:

?

手

品

す

る

と

と

一

ρTL223υ

…
忠
明
J
F
Zが
ね
引
す
知
一
玄
関
恥
抗
議
官
け
れ
て
い

f
y
t
f
L
原
作
品
百
一
山
幸
子

J

ノ
一
て
絶
対
の
信
頼
感
と
安
心
感
主
で
あ
る

υ

な

で

ち

ま

れ

一

か

1
1
L
U一

し

引

に

お

き

一

Y
1
m訟で
抗

議

問

答

一

二

不

信

一

日

目

hulk-4

許
可
引
い
一
」

官

一

mlp八
一
て
し
て
市
「

i
f
i
z
z
-
-
z
九
母
子
山
撤
回
鋭
軍
1
1
1
J
J
;
i
E人
丘

一

品

開

玖

F

識
Y
4
1
J
J官
?

?
一
出
一
工
け
力
同
一
議
官

lfly-一

Lil--:ι
紘
一

p

接

戦

土

誠

一

子

ー

て

I
E
1
1
1
1一
一

昨

7
qト

シ

コ

当

一

一

品

一

↑

M
ぬい

ω
一
ご
(
目
一
三

7
2
1
E
f
i
b
-
;更

新

型

川

崎

J
J議
虫

丸

一

品

数

一

¥

お

ト

lir--jkt滋
T
f三
一

一

一

説

。

ふ

た

い

ヤ

h
t…

3
2
2
1一

体

:
i
r
-
-
1品

!
7
4
5
3鞍子

Jwmrー一
J

l

r

p

u

l

p

d

中~一

一

一

州

刑

事

実

に

取

り

組

む

一

主

主

一

と

、

自

に

お

恥

九

社

主

立

を

一

ィ

ミ

i
T
J
Y
殺を

vfy-4pdp

一

ニ

r

噴

Z

一

一

一

日

一

け

れ

一

戸

川

同

日

立

UHUM-HUUU一
与

ダ

鞠

1
r一

日
七
日

UIυ
刊

日

刊

行

u
n
U
I
M
U
U
h
-
-戸
川

一

日

一

l

i

l

-

-一
一
一
ハ

f九
六
一
れ
に
尚
三

i
h
L
i
r
-
-で
と

だ

が

一

昨

J

内?と

ρrdfJ?豊

中

長

一

言

4
K
L
f全ト

I

山
内
必
需

3
1
3
1
t二
一
一
時

uf

一

ー
バ
ペ
;

1

一
J

1

j

j

十

l
i
1
)
i
j
一

i
A
Uい
JJJ一ソ

f
u
l
-
-
U
1
1
U
M
M
M一て、

i
1
5
2一

一
一

i
m一

一
一
語
二

海事培
J

内

↑

誌

を

作

i
v
」
と
に
よ
り
水
虫
口
一
市
収
益
が
児
込
ま
れ
て
い

f
j
r
h
Z
7一

1
1一
七
べ
お
っ
た
一
メ
一

1
1戸
、
一
日
放
ぶ
は
一
色
一
せ
い
検
診
を
一
庁
二
十
一
。
一
二
月
十
八
円
へ
ん

J

h

二

4
F
d
4
u
か
ト
レ
ム
作
Mld
奪
三
肘
一
凶
整
一
ー
?
土
山
成
長
刊
行
業
吟
心
で
よ
.
メ
認
と
よ
織
り
瀬
、
灘
ら
鈴
子
山
い
一
的
r

いパ
tF
一
i

い
を

h
h
t」
i

d

J

f
一
言
よ
れ
ノ
四
月
六
百
仁
一

ι
?
入
乙
タ
主
任
絡
所
(
八
言
」
一

世

り

じ

め

る

一

日

刊

行

は

は

山

一

切

心

。

÷

古

一

昨

4
4一

小
川
町
一
成
川
引
い

Uぺ一
l
u
i
L仁
川
百
七
ト
一

J
U
h
N
U
M
M
r
L
o
jーはじ
J
l一
同
一
一

-

府

イ

ソ

「

て

い

げ

し

7
5一

一
一
イ
五
年

C
E私一

γ
点
u
r
f一
品
rfJイ
時

十

ひ

も

長

一

が

い

h
F
1
3」す
2
日
間
と
し
て
行
わ
れ
る
十
ょ

E号
所

主

主

:

大
洲

LJt長
し
、
け
」
産
J

J

品
川
し
上
コ
と
一
爪
一
品
目

γま
し
て
警
告
ト
ハ
一
弘
鉱
山
麟
仰
向
れ
轍
対
畑
一
r

一
畿
で

F
F
f
;了
、
市
長
内
入
、
川
原
一
却
の

t

あ

ろ

う

r長
人
々
へ
一

L

戸
川
山
一
一
に
舘
一
肱
川
山
区
)
一

通
事
長
大
井
前
一
の
目
的
で
企
一
附
さ
れ
た
全
国
三
り
百
万
刊
の
国
庫
補
助
を
〉
え
、
て
礼
一
ド
叫
話
通

F
i
j
J
弘

津

?

?

一

批

判

K
L
品
目
見
二
一
口
一
南
久
米
連
絡
所
前
久
さ

治
的
、
組
合
同
瓦
・

2
も
時
二

J
f一L
木一
r

業
た
心
で
一
予
主
主
ハ
日
ム
ハ
ノ
同
吐
い
仁
、

H
」
↑
川
比
例
の
へ
、
州
市
出
防
川
の
山
ケ
ン
イ
ノ
、
予
ペ
ハ

t

y

t

y

よ
」
L

三
て
し

L907五
O
一
月
一
一
干
日
f

μ

)

ι

一

l
t自
↑
一
一
初
式
は
さ
る
二
月
十
八
日
午
前
一
刻
り
ポ
Y
4
ノ

ヘ

名

、

で

凶

い

か

れ

て

ど

る

。

一

名

V
迎
え
て
笑
川
に
と
り
か
か
一
九
U

よ
り
へ
洲
市
川
以
に
も
い
イ
一
い

l
i
u
』

一

一

の

百

ゴ

組

幼

児

「

昭

和

三

十

一

た

川

連

箔

一

日

ヘ

ト

ハ

川

思

と

一

五
百
平
野
市
り
j
地
改
一
~
」
れ
を
士
地
改
良
註
盟
主
よ
り
;
一
一
一
月
末
完
成
の
予
定
で
ゐ
↑

I
防
団
員
て
:
O一肌一

γ引
が
え

1
咋

ぃ

虫

干

一

五

日

牝

-

月

一

日

か

色

昭

和

三

十

一

平

野

速

か

石

川

〔

平

野

地

区

)

一

日
山
手
訟
を
計
百
レ
て
一
か
る
と
土
地
は
良
ト
ヰ
ゴ
一
所
持
は
一
ふ
、
一
つ

r
L
u
h
礼
た

opAは
υ

ず

、

一

下

水

乙

ノ

コ

供

一

ゴ

ハ

件

十

二

月

末

ほ

ま

で

に

生

れ

た

一

吉

宗

一

民

舘

私

谷

!

出

区

)

一

い
た
川
、
こ
の
ほ
ず
一
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
び
一
土
地
改
良
事
司
法
主
実
施
さ
れ
了
八
洲
南
中
校
庭
に
午
M
八
月
一
日
υ

主

川

三

日

一

事

は

ム

吉

岡

が

受

診

す

る

よ

う

一

柳

沢

連

絡

所

(

柳

沢

一

地

区

)

一

言

C
?三
望

書

約

二

高

平

万

円

一

古

今

日

の

菱

自

主

主

乞

全

日

系

金

一

列

'

室

町

三

ノ

コ

L

t

さ
れ
て
し
る
c

な
伶

J
O
M月

f
f
H
)
一

昭
和
ご
一
「
四

Z
L
Z
1長
主
と
し
て
一
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
〆
」
左
右
思
い
一

17JUU臼
引

い

日

一

本

行

わ

た

三

一

日

一

叶

日

fuuuuHJOUMh
ー(j地

区
一
↑

作
成
主
れ
た
士
宮
一
大
巾
な
国
庫
補
助
合
え
て
、
一
一
一
受
益
者
は
勿
論
、
一
般
市
民
も
一
日
い
(
パ
レ

1

L

渋
川

i
U
Jド
日

一

一

ゃ

ん

は

三

の

結

果

上

い

成

績

一

し

八

州

会

会

主

ヘ

大

川

辿

区

J

↑

主
計
一
例
去
に
ゆ
ト
い
い
て
な
な
い
し
一
↑
手
後
に
は
宇
一
以
き
一
ム
入
品
C

い
対
抗
を
ね
え
よ

d

め
で
忠
一
上
流
の
大
川
忠
一
原
に
埜
引
し
E
l
m
k

一

七

え

れ

ば

界

一

ω漣
記

録

由

主

主

一

本
仲
知
的
な
州
量
aY
始

一

れ

る

と

と

に

な

っ

て

い

る

。

一

一

-

一

1
1
L
I
I

一

一

ゃ

ん

と

し

て

表

彰

さ

れ

る

と

ι

主

。

~

話

完

成

後

は

E
Z
L
J写
古

川

ふ

宮

平

野

の

測

量

一

関

日

目

下

揚

、

人

民

点

呼

~

刊

は

の

い

れ

と

て

な

η
J会
こ

と

も

つ

け

一

」
竺
一
ハ
宮
T
L

地
改

7J能
l
y

一
な
町
、
経
九
品
川
U
A門

理

化

一

比

三

一

服

日

一

y
f
「

品

川

崎

町

一

後

、

消

防

機

関

…

式

片

山

ん

よ

削

ト

時

一

一

日

人

↑

し

同

月

二

?

ノ

む

一

塁

菜

、

と

い

コ

の

ね

一

が

計

れ

る

な

ど

し

て

、

現

荘

に

つ

、

一

量

ハ

の

喜

四

日

叫

が

点

検

さ

れ

一

一

千

分

よ

り

行

一

一

記

治
省
平
野
に
き
器
一
比
較
L
、

年

先

約

六

千

万

円

一

一

た

広

機

械

器

具

一

世

万

人

土

に

株

一

い

わ

れ

日

r

自

一

一

乳

h
……児一日ソ長一
-vJ

刊

誌

伝

説

一

も

曜
日
げ
を
事
飽

広
報

J

事
h

千
五
千
万
円
を
辞
治

市色人口動静 T月末日調

総 人口 45，人 本籍人口ヨ6，180人

jj (，2ζ091人出 50{主"6，j()ノ¥

そ j713bEス 円台(23 53，1人

世帯数 9，7州帯 時数 17，1炉 I
死脅~

生 1ご煩悩産 1 
2よ 4l 約件 4件 年 ! 

内

ゐ(持



日

のめ j?y: if:'j( e: isc連合し員工三日子二出理
あ王立 に式のに給とつ と会場十致会主ど
つ速干n成会ほ努をと τ去を誘五を社つの由lr'"

〉せ、で功社どめとも 品設致年計にく案 自¥;λノヱはしの明てりに書けの三り送 γ 一一
f に場こ?と工;治来工密主る特月、附全
l 努用の。場手L た j易按てな別に昭し ~1 (1) . 

悶 一 一 一 一 一 : め 地 た 誘烹が誘な 議ど委は和三 2
粍 (急米同明えて に調ジもに寸r.;)レドーづ候
ぶ生 (J31 く、)地治て工更豊査グ本土色?のラ四け補

決 J 妥汚?日rI こ牛に乳い場に富のを年地た用ムニての
よト皮結か病ぷ伴くがる! と乳早業る通集で結始ご賞。地の七ぎ地
5 ワふ l俣ぜに多に l_変デ iに処急ほと格乳あ果め月 収 そ を 北 の た を
。腺病炎、かくタト担る ~i な理 iこ式と条にり ‘て・ の し か 隣 ー が 内

弘 、はかな界気のに lつ工盛会が件も h 氷い日 lfてまに E号、定
に仁i トしり忍とにで多;て場土社わを便土量るよ式トえ._， }~I，大し
注内ラかやりのな体い j い の し と か 完 キIJ地は。り次命る六に NII折
主主:炎コ、すF で j友 り カ 病 j る建(しつ全とはま ボ定月と l;n IIY 1fi 
し 、 I;71zい 、し易の気.，宅約てたにあ広に リをー!とア HI:;[;を
まヘマ痘 0 停よい泊。 I をーは。備つくと lみ勾が!巾百つ 一一一一

市沼山市営三壬憎詳のおしらせ

二仁

f関

f第三種郵便物躍可、
第60号 (暗箱印刷)j/Ji日j

を て常ま ①たん字通き
と 運 O おがす入 O け ち 新 で 学健る規
る動 適 き あ が 学早んへ入ゆ校で康た律
こと当まわし、前回こ。児けのきなめ正
と休 なしばそにに う をる生るかにし
は養運よ、れ身健 持た活たら、い
、 と動う早に体康 つ め に め だ 団

栄 の十。く基検診 おにすにで 体
養パ分治づ査断 か、ぐ、げ生
状ラな療いがを あと ん 活
態シ限をであ。 さけきが
をス l民し異り ん こ に で

う食み 手くな食 つ眼精なよ
。べが起 O を規おべ上 O けを神らく

、きさ歯 i洗貝IJするくよまよのなす
縮またをう正。こかいしくたいる
分し時大。し食とん食よとかと耳石;
をよ、切 く事。で事うら ι三とと
へうねに す時 好 い の 。 せ り で 共
ら c る し る間 き つ 習 、をすに
し海前~ 0 はをも慣 J尽き。忘
ま言葉にし :食なら 3艇を 抗け特れ
し知歯よ 前るいし ω カてにて
よををう にべなく を師、は

甲車四E 昌弘

今日庁合新築にともない電話すt'Jlfl設い?としました。

代衣苔号501:m?)~話 I-i ' の場合は下記のようなそれぞれ
茶弓がありますからご利用下さいのィ長間使用雪手話は

，，() [司?とちoz1s:になっています。

大洲市役所tlz話番号

501番 (代表番号、夜間利用〕

502帯 (夜間利用〕

503番 (議会夜間用)

GOL1番

279苔

514'1存

533嘉

5::'6落

し
て
大
切
で
す

Q

紋

習

さ

せ

ま

一

焼

刃

ー

を

見

破

ら

れ

ま

い

、

よ

そ

一

で

す

心

↑

記

固

定

資

産

課

税

台

帳

し
ょ

5
0

一

の

子

供

に

負

け

ま

い

と

し

て

、

一

一

貸

付

対

象

者

恩

給

扶

助

一

の

縦

覧

に

つ

い

て

O
父

母

の

名

前

。

一

i
i
l叶
1
1
1
1
1
1
J
f
u
l
l
-
-
i
一
料
託
金
一
リ
の
受
給
者
、
一
問
和
三
十
六
年
度
の
回
定
海

父
母
の
名
前
が
正
し
く
云
え
一
週
凶
品
目
崎
込
山
削
控
M
M

帆

↑

貸

4
H民
度
恩
主
寸
の
文
一
応
評
価
額
が
決
定
し
ま
し
た
の

一

日

品

全

都

占

マ

炉

設

州

¥

一

乍

山

一

4
p

，
和
一

住

所

が

正

し

く

一

手

え

る

様

に

し

一

ー

;

一

給

金

額

3
二
年
半
分
円
以
内
。
一
で
、
地
方
税
法
第
四
一
五
条
め

ま
し
ょ
う
o

一

み

な

さ

へ

一

但

し

ま

資

金

は

一

一

O
万
円
一
主
に
よ
り
、
同
定
資
産
課
税

③

し

つ

け

一

一

以

内

、

消

貨

資

金

は

」

O
万
円
一
ム
口
阪
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

O
よ
ば
れ
た
時
の
返
事
。
一
最
近
恩
給
担
保
で
金
融
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融
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融
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通
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ろ
は
受
持
一
五
年
い
い
た
し
ま
す
一
も
そ
の
後
三
年
を
経
過
し
た
い
一

O
入
隊
五
月
下
旬
か
ら

来
る
椋
に
o

↑

で

よ

め

る
o

一
結
構
で
す
o

は

じ

め

は

大

ぎ

な

一

っ

て

頂

い

た

先

生

に

あ

り

の

ま

一

一

内

に

は

農

林

大

臣

の

許

可

そ

れ

一

O
応
募
資
格
十
八
才
以
上
、

入

学

し

て

先

づ

大

切

な

こ

と

一

フ

ら

が

な

で

名

前

が

、

書

け

一

紙

に

大

さ

く

書

く

様

に

練

習

す

一

ま

を

見

て

い

た

だ

く

し

先

生

に

一

一

以

後

一

は

県

知

事

の

許

可

を

必

要

一

二

十

五

才

未

満

の

中

学

校

卒

は
、
お
友
達
を
つ
く
る
こ
と
、

τι
上
等
で
す
。
も
し
も
書
け
一
る
と
興
味
を
持
ち
ま
す
。
一
お
話
し
て
先
生
の
協
力

J
H一
一

れ

行

問

れ

れ

れ

抗

日

一

業

程

度

の

学

力

を

有

す

る

男

子

一

一

…

一

一

…

一

『

…

…

…

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

時

一

い

出

…

…

…

一

一

昨

日

一

一

一

一

一

一

一

龍

一

昨

日

一

一

日

諮

問

日

一

日

目

甘

い

計

十

日

に
知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
一
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
o

一
5
の
で
使
わ
せ
な
い
家
庭
も
あ
一
に
し
て
く
れ
ま
す
G

「

一

以

下

の

罰

金

に

処

せ

ら

れ

る

事

一

に

御

尋

ね

下

さ

い

。

(市長i古jil'i)

J 

ヘ

局

局

局

同

局

間

山

府

川

洲

洲

洲

洲

、

川

決

例

九

大

大

大

大

大

大

大

ζ 

JOIを

女
関
与


